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研究実績の概要

高齢になると全身の筋肉だけでなく膀胱の筋肉も衰え、お
しっこが満足に出せなくなり、中にはカテーテル留置を余儀
なくされる患者さんもいる。これは生活の質を落とす。特効
薬もなく原因究明、治療法の開発は急務とされてる。2016
年度より「排尿自立指導」に保険点数がつくようになった。こ
れは高齢者の尿道カテーテルを抜去し排尿を自立させる事
が大事と認知されたことになる。宇宙マウスは加齢で見ら
れる現象が時間軸で約10倍から30倍の早回しで観察する
ことができる。そこで我々は宇宙空間が膀胱に与える影響、
そして加齢が膀胱に与える影響に関して検討することとした。

MHU-1ミッション未解析サンプル
解析組織： 膀胱

現在までの達成度、今後の研究の推進方策 等

今回の研究期間におけるの膀胱組織による病理学的検討
は、標本作製の時点で、膀胱の保存状態の問題に伴う標
本作製での問題が生じたため、定量解析まで進むことがで
きなかった。

今回、残った膀胱組織を用いてRNA シーケンスによる解析
を行った。その結果、3 群間（人工G、微小重力、地上１G）
のクラスターが形成された。微小重力と重力群では遺伝子
発現に違いがみられた。

ストレス関連と細胞周期に関する遺伝子、概日リズムの遺
伝子に差が出る宇宙実験の他の組織と共通する傾向が見
えていると考えられ、今後さらにより深く解析を進めていく予
定である。
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